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　ＪＲ連合は2022年10月６日、東京・ホテルメトロポリタン
「富士の間」において「新たな時代における鉄道の発展と
ＪＲ産業の持続的成長にむけて」と題した「結成30周年記
念シンポジウム」を開催した。
　日本の少子高齢化と人口減少が急速に進む中、ＪＲ産
業を取り巻く環境は急速かつ大きく変化しつつある。特に
地方路線は厳しい経営状況に陥っており、ＪＲ北海道・四
国およびＪＲ貨物などは自立的な経営の見通しが立たない
状況となっている。
　コロナ禍の社会経済活動の変化も加わり、ＪＲ労使は
かつての国鉄改革に次ぐ大転換期に直面しているとも言
える。そのような中で次なる30年を見据え、ＪＲ産業が安

全を基礎に持続的に成長し、組合員が意欲的に安心して
働き続けられる環境を構築するためには、労使が共に社
会変化に対応し、不断の変革を進めていくことが重要で
ある。そうした認識のもと、ＪＲ連合は、政策提言「次な
る30年の強くしなやかなＪＲ産業を創る５提言～『ONE 
TEAM』となり誇りを持って社会に貢献し続けるために～」
を発信した。
　シンポジウムには、ＪＲ連合加盟単組や連合・交運労協
に集う産別・単組から約450人（オンラインを含む）が参
加。基調講演やＪＲ連合からの「提言」提起、パネルディス
カッションを通じて、今後のＪＲ産業のあるべき姿やＪＲ連
合運動のあり方を考察した。

新たな時代における鉄道の発展と
ＪＲ産業の持続的発展にむけて

「次なる30年の強くしなやかなＪＲ産業を創る５提言」
を発信

ＪＲ連合結成30周年記念シンポジウム
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Ｊ
Ｒ
産
業
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け

社
会
に
対
応
し

政
策
を
進
化
さ
せ
る

１
９
９
２
年
５
月
に
「
Ｊ
Ｒ
連
合
」
を

結
成
し
、
本
年
で
30
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
間
、
諸
先
輩
の
ご
努
力
、
並
び
に
私

た
ち
を
支
え
て
頂
い
た
皆
様
に
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
連
合
結
成
の
５
年
前
、
１
９
８
７

年
４
月
１
日
に
戦
後
最
大
の
行
政
改
革
と

さ
れ
る
「
国
鉄
改
革
」
に
よ
っ
て
Ｊ
Ｒ
が

誕
生
し
ま
し
た
。
国
鉄
改
革
の
目
的
は
、

Ｊ
Ｒ
各
社
が
経
営
の
自
主
性
を
確
保
し
鉄

道
を
再
生
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。
国

民
や
関
係
者
の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
下
、

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
は
労
使
の
努
力
に
よ
っ
て

一
定
の
評
価
を
い
た
だ
け
る
成
果
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
そ
の
一
方
、
少
子
高
齢
化
や
人

口
減
少
、
高
速
道
路
の
整
備
な
ど
Ｊ
Ｒ
を

取
り
巻
く
環
境
は
急
速
か
つ
大
き
く
変
化

し
、
特
に
鉄
道
の
特
性
を
発
揮
で
き
な
い

地
方
路
線
な
ど
は
大
変
厳
し
い
経
営
状
況

に
陥
っ
て
い
ま
す
。
発
足
か
ら
35
年
６
ヵ

月
が
経
過
し
た
Ｊ
Ｒ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
な
ど

社
会
の
急
速
な
変
化
に
よ
っ
て
国
鉄
改
革

時
に
並
ぶ
大
転
換
期
を
再
び
迎
え
て
い
る

と
考
え
ま
す
。

今
後
30
年
を
展
望
す
る
時
、
Ｊ
Ｒ
産
業

が
安
全
を
基
礎
に
持
続
的
に
成
長
し
、
組

合
員
が
安
心
し
て
意
欲
的
に
働
き
続
け
ら

れ
る
職
場
環
境
を
築
く
た
め
に
、
労
使
を

あ
げ
て
社
会
の
変
化
に
対
応
し
、
不
断
に

変
革
・
改
革
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。
国
民
の
理
解
を
得
て
鉄
道
や
公
共
交

通
の
政
策
も
進
化
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
課
題
認
識
の
下
に
Ｊ
Ｒ
連
合

は
、「
次
な
る
30
年
の
強
く
し
な
や
か
な
Ｊ

Ｒ
産
業
を
創
る
５
提
言
〜
﹃
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ

Ｅ
Ａ
Ｍ
﹄
と
な
り
誇
り
を
持
っ
て
社
会
に

貢
献
し
続
け
る
た
め
に
〜
」
を
発
信
し
ま

す
。Ｊ

Ｒ
産
業
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
脱
炭
素
社

会
の
達
成
、
地
域
の
創
生
な
ど
持
続
可
能

な
社
会
の
形
成
に
さ
ら
に
貢
献
で
き
る
能

力
が
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
そ
の
役

割
を
発
揮
す
る
た
め
に
、
民
の
力
を
生
か

し
て
成
長
分
野
を
さ
ら
に
磨
く
と
と
も
に
、

官
民
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
深
め
て
公

共
的
な
使
命
を
果
た
す
政
策
の
推
進
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
既
に
Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨

物
の
経
営
自
立
化
、
持
続
可
能
な
地
域
公

共
交
通
づ
く
り
、
さ
ら
に
新
幹
線
・
高
速

鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
な
ど
の
提
言
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
国
土
交
通
省
も
こ
の

転
機
に
あ
た
っ
て
「
鉄
道
事
業
者
と
地
域

の
協
働
に
よ
る
地
域
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
刷
新

に
関
す
る
検
討
会
」
を
は
じ
め
、
様
々
な

議
論
と
提
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

多
角
的
な
視
点
か
ら
鉄
道
・
公
共
交
通

の
持
続
性
の
あ
る
政
策
が
進
む
こ
と
を
期

待
し
、
私
た
ち
も
そ
の
実
現
に
向
け
て
積

極
的
に
参
画
し
て
い
く
決
意
で
す
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
結
成

30
周
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
鉄
道
・
公
共

交
通
を
活
か
し
た
社
会
の
形
成
、
そ
し
て

Ｊ
Ｒ
産
業
の
持
続
的
成
長
を
実
現
す
る
た

め
に
、
内
外
に
政
策
提
言
を
行
う
有
意
義

な
機
会
に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
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催
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つ

ＪＲ連合会長
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